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ピ
ア
ソ
ン
邸
　

「

古
老
達
の
記
憶
で
鳥
瞰
図
製
作
！
」

（隔月刊）

発行：2024.  3.31
（令和６年 3 月 31 日）

ピアソン会「　総　会　」の開催案内
　　◎　開催日時　：2024年５月 25日㈯　午後４時 30分
　　◎　開催場所　：ピアソン記念館内　北見市幸町７丁目４番28号
　　◎　参加資格　：運営会員・賛助会員・団体会員・その他
　　◎　総会内容　：2023年度事業・決算報告、2024年度事業・予算（案）、

　　◎　その他　　：顧問のハード氏もニュージーランドから来北し臨席予定。

【
写
真
絵
】
故
佐
藤
元
治
郎
氏
に
よ
る
、
大
正
13
年
頃
の
ピ
ア
ソ
ン
邸
想
像
復
元
鳥
瞰
図
。

　
　
　
　
　

２
０
０
４
年
６
月
製
作
完
成
。

　

上
の
掲
載
鳥
瞰
図
は
、
20
年
前
佐
藤

氏
と
ピ
ア
ソ
ン
会
が
市
内
古
老
た
ち
か

ら
、「
思
い
出
の
ピ
ア
ソ
ン
邸
付
近
」
を

聞
き
取
り
調
査
し
、
当
時
の
写
真
な
ど

も
参
考
に
、
想
像
復
元
し
た
も
の
。
ピ

ア
ソ
ン
邸
に
関
し
て
人
々
に
よ
り
伝
え

ら
れ
て
い
た
の
は
、「
ポ
プ
ラ
並
木
」・

「
お
花
畑
」・「
三
本
の
大
き
な
柏
の
木
」・

「
高
台
か
ら
眺
め
る
夕
日
」・「
遠
く
に
見

え
る
北
光
社
本
部
」・「
鉄
道
路
線
」・「
ピ

ア
ソ
ン
寮
」・「
日
本
館
と
呼
ば
れ
た
座

敷
の
あ
る
建
物
」
な
ど
。
し
か
し
、
こ

れ
ら
を
網
羅
し
た
画
像
が
な
い
こ
と
か

ら
（
個
々
に
は
写
真
と
し
て
残
っ
て
は

い
る
）、
鳥
瞰
図
製
作
が
佐
藤
氏
の
申
し

出
に
よ
り
企
画
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

ポ
プ
ラ
並
木
は
何
処
に
あ
っ
た
の
か
？

　

お
花
畑
は
？　

日
本
館
は
？　

大
き

な
池
の
北
光
園
は
？　

な
ど
、
不
明
で

あ
っ
た
位
置
関
係
が
解
る
よ
う
に
な
っ

た
。
完
成
し
た
鳥
瞰
図
を
見
た
古
老
達

は
、『
そ
う
そ
う
、
こ
ん
な
ポ
プ
ラ
並
木

だ
っ
た
！
』・『
こ
の
日
本
館
の
縁
側
で

日
向
ぼ
っ
こ
し
た
！
』
な
ど
と
、
思
い

出
話
に
花
が
咲
い
た
。

　

現
在
、
こ
の
絵
の
作
者
も
古
老
達
も

亡
く
な
ら
れ
た
。
当
時
の
思
い
出
を
語

る
人
は
い
な
く
な
っ
た
が
、
こ
の
鳥
瞰

図
が
、
ピ
ア
ソ
ン
記
念
館
玄
関
ホ
ー
ル

で
来
館
者
を
迎
え
て
く
れ
て
い
る
。
ポ

プ
ラ
並
木
、
日
本
館
な
ど
は
今
は
無
い
。
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昨
年
の
ニ
ュ
ー
ス
で
熊
の
出
没
が
全

国
的
に
話
題
に
な
る
こ
と
が
多
か
っ

た
。
幸
い
ピ
ア
ソ
ン
記
念
館
の
あ
る

北
見
市
で
は
、
熊
が
街
中
に
出
没
の

ニ
ュ
ー
ス
は
な
か
っ
た
が
、
駅
前
の
ホ

テ
ル
の
駐
車
場
に
、
エ
ゾ
シ
カ
出
没
と

い
う
出
来
事
は
あ
っ
た
。

　

ピ
ア
ソ
ン
が
ア
メ
リ

カ
に
送
っ
た
年
次
報
告

の
１
９
２
５
年
５
月
～

１
９
２
６
年
４
月
（
総

括
）
に
は
一
枚
の
写
真

が
同
封
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
写
真
が
撮
影
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
経
緯

が
書
か
れ
て
い
る
。
写

真
は
訓
子
府
講
義
所

の
前
で
撮
影
さ
れ
て
お

り
、
１
９
２
６
年
（
昭

和
元
）
４
月
26
日
の
午

後
５
時
頃
、
熊
が
村
の

中
心
街
を
ぶ
ら
つ
き
、

熊
は
石
や
棒
き
れ
を
投

げ
つ
け
ら
れ
て
追
わ
れ

る
と
講
義
所
の
中
に
ガ

ラ
ス
戸
を
壊
し
て
飛
び

込
み
、
ま
た
出
て
い
っ

た
と
書
か
れ
て
い
る
。

講
義
所
の
前
に
立
つ
ア

イ
ダ
婦
人
の
後
ろ
の
ガ

ラ
ス
戸
が
壊
れ
て
い
る

が
、
熊
が
入
っ
て
出
て
い
っ
た
痕
だ
。

こ
の
出
来
事
は
１
９
５
１
年
（
昭
和
26)

発
行
の
訓
子
府
村
史
に
、
開
拓
期
の
古

老
の
話
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で

下
記
に
記
す
。

　

１
９
２
６
（
大
正
15
）
年
訓
子
府
講
義
所
の
熊
騒
動

0

0

0

0

ピ
ア
ソ
ン
会
理
事　

玉
置　

義
弘

◯
熊
が
白
昼
訓
子
府
市
街

を
走
り
回
っ
た
話
!!

　
昭
和
元
年
４
月
初
旬
稲
積
牧
場
に

放
っ
て
い
た
馬
を
倒
し
た
５
・
６
歳
位

の
熊
が
血
に
狂
っ
て
常
呂
川
を
渡
っ
て

訓
子
府
市
街
へ
突
進
、
本
光
寺
付
近
か

ら
大
通
り
へ
抜
け
向
か
い
側

の
キ
リ
ス
ト
教
会
の
表
玄
関

に
突
き
当
た
り
、
ガ
ラ
ス
戸

を
破
壊
し
て
大
通
り
を
西
に

向
け
驀
進
、
駅
通
り
に
曲
が

り
、
北
１
条
を
西
に
向
か
っ

て
柳
橋
医
院
よ
り
更
に
南
に

向
き
を
か
え
、
電
灯
会
社
に

突
き
当
た
り
こ
れ
よ
り
右
転

役
場
付
近
か
ら
常
呂
川
へ
引

き
返
し
、
川
を
渡
っ
て
穂
積

事
務
所
付
近
の
や
ぶ
に
ひ
そ

ん
だ
、
こ
れ
を
追
い
か
け
た

の
が
八
島
巡
査
、
金
野
兼
吉
、

永
井
萬
次
郎
そ
の
他
数
名
、

や
ぶ
に
ひ
そ
ん
だ
熊
に
自
分

が
先
ず
一
弾
を
放
っ
た
と
こ

ろ
肩
に
命
中
し
た
が
、
こ
の

弾
は
散
弾
で
あ
つ
た
の
で
致

命
傷
に
は
な
ら
ず
、
と
う
と

う
南
方
山
林
深
く
逃
げ
て
し
ま
っ
た
、

幸
い
人
馬
に
は
被
害
は
な
か
っ
た
。

　
こ
の
熊
は
あ
と
で
津
別
付
近
で
ア
イ

ヌ
が
射
止
め
た
と
い
う
。

　
　
　
　
　
　
（
市
街
　
伊
藤
三
郎
談
）

　

村
史
で
は
４
月
初
旬
と
な
っ
て
い
る

が
、
日
付
は
ピ
ア
ソ
ン
の
記
録
が
正
し

い
と
思
う
。

　

日
本
基
督
教
会
訓
子
府
講
義
所
は

１
９
１
９
年
（
大
正
８
）
に
ピ
ア
ソ
ン

が
土
地
を
借
り
受
け
て
設
立
。
ピ
ア
ソ

ン
帰
国
１
９
２
８
（
昭
和
３
）
年
後
の

１
９
３
５
（
昭
和
10
）
年
頃
に
は
閉
鎖

と
な
り
、
１
９
４
１
年
（
昭
和
16
）
に

【
写
真
左
】
ピ
ア
ソ
ン
が
米
国
に
送
っ
た
年

次
報
告
同
封
の
写
真
。

所
有
者
移
転
登
記
さ
れ
て
い
る
が
、
戦

争
の
た
め
敵
国
財
産
と
し
て
没
収
処
分

に
な
っ
た
よ
う
だ
。
ピ
ア
ソ
ン
の
レ
ポ
ー

ト
で
は
熊
は
人
々
に
石
や
棒
き
れ
を
投

げ
つ
け
ら
れ
た
と
あ
る
が
、
訓
子
府
村

の
人
々
は
、
熊
か
ら
逃
げ
惑
う
よ
り
も

勇
敢
に
熊
を
追
い
回
し
た
の
だ
ろ
う

か
？

【
参
考
資
料
】
左
の
地
図
は
、
１
９
２
１

年
（
大
正
10)

頃
の
訓
子
府
村
の
市
街

地
図
。
訓
子
府
商
工
会
30
周
年
記
念
誌

１
９
９
２
年
（
平
成
４)

発
行
に
よ
る
。

　
（
地
図
上
、
●
の
印
を
入
れ
た
処
が
訓

　
　

子
府
講
義
所
）
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　「
メ
イ
ソ
ン 

& 

ハ
ム
リ
ン
」

⑱

　
こ
の
「
ピ
ア
ソ
ン
学
事
始
め
」
は
、
22
年
前
に
街
の
情
報
誌
に

書
か
れ
た
も
の
で
す
が
、
少
し
手
を
加
え
年
号
な
ど
も
修
正
し
改

稿
と
し
て
連
載
し
て
い
ま
す
。

⒅
　
ピ
ア
ソ
ン
夫
人
と
矢
島

楫
子
と
の
出
会
い

写
真
／
１
９
１
７
（
大
正
６
）
年
９
月
、
ピ

ア
ソ
ン
邸
訪
問
記
念
撮
影
。

　

ピ
ア
ソ
ン
夫
人
は
、
日
本
基
督
教
婦

人
矯
風
会
の
活
動
に
、
積
極
的
に
参
加

し
、
野
付
牛
（
現
北
見
市
）
町
で
は
、

遊
廓
設
置
阻
止
と
い
う
成
果
を
残
し
た

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
運
動

に
参
加
し
始
め
た
の
が
、
い
つ
の
頃
か

ら
な
の
か
不
明
で
し
た
。
し
か
し
貴
重

な
資
料
と
写
真
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で

き
、
い
ろ
い
ろ
な
事
が
わ
か
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

婦
人
矯
風
会
は
、
四
十
数
名
の
女
性

に
よ
っ
て
明
治
十
九
年
東
京
で
設
立
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
指
導
者
で
あ
る
矢
島

楫
子
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
と
、
明
治

二
六
年
に
日
本
基
督
教
婦
人
矯
風
会
会

頭
と
し
て
廃
娼
運
動
に
奔
走
し
、
以
後

万
国
矯
風
会
大
会
や
国
際
軍
縮
会
議
に

も
参
加
し
、
さ
ら
に 

晩
年
の
大
正
十
三

年
に
は
婦
人
参
政
権
獲
得
期
成
同
盟
会

に
加
盟
し
、
生
涯
を
女
子
教
育
・
婦
人

運
動
に
尽
く
さ
れ
た
余
り
に
も
有
名
な

方
で
す
。

　

こ
の
矯
風
会
活
動
で
、
ピ
ア
ソ
ン
夫

人
の
名
前
が
記
録
に
出
て
く
る
様
に
な

る
の
が
、
明
治
三
二
年
頃
か
ら
に
な
り

ま
す
。
ち
ょ
う
ど
札
幌
農
学
校
で
有
島

武
郎
な
ど
に
ド
イ
ツ
語
の
講
議
を
し
て

い
た
こ
ろ
、
札
幌
婦
人
矯
風
会

0

0

0

0

0

0

0

が
設
立

さ
れ
、
そ
の
中
に
ピ
ア
ソ
ン
夫
人
の
活

動
が
見
ら
れ
る
の
で
す
。

　
「
婦
人
新
報
」
明
治
三
二
年
九
月
号
に

よ
り
ま
す
と
、
会
の
集
会
で
『
社
会
道

徳
に
関
す
る
統
計
表
に
付
い
て
』
と
題

し
た
報
告
が
な
さ
れ
た
と
の
記
載
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
以
降
、
夫
人
の
転
居
の

先
々
で
婦
人
矯
風
会
支
部

0

0

0

0

0

0

0

が
結
成
さ
れ
、

活
動
報
告
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

   

特
に
旭
川
時
代
に
は
矢
島
会
頭
と
一

緒
に
首
相
官
邸
訪
問
、
野
付
牛
在
住
の

時
に
は
、
矢
島
会
頭
自
身
が
（
八
十
才

を
超
え
た
年
令
に
も
か
か
わ
ら
ず
）
当

地
に
ピ
ア
ソ
ン
夫
人
を
訪
問
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
す
。

留
学
生
交
流
の
夕
べ

　

コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
に
な
っ
て
い
た
北
見
工

業
大
学
の
「
留
学
生
交
流
の
夕
べ
」
が
２
月

15
日
、
工
大
ア
ト
リ
ウ
ム
で
開
か
れ
、
約

１
２
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
４
年
ぶ
り
の

開
催
で
し
た
。
今
年
度
末
に
は
、
計
23
人
の

留
学
生
が
、
就
学
を
終
え
る
見
通
し
で
す
。

鈴
木
学
長
が
冒
頭
、「
言
葉
の
壁
や
文
化
の
違

い
で
苦
労
し
た
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
ま
で
大
学
や
地
域

で
経
験
し
学
ん
だ
こ
と
は
、
貴
重
な
財
産
で

す
。」
と
挨
拶
。
留
学
生
の
努
力
を
た
た
え
ま

し
た
。

　

ピ
ア
ソ
ン
会
の
齋
藤
直
樹
理
事
も
こ
の
交

流
会
に
参
加
し
、
今
年
度
製
作
し
た
ピ
ア
ソ

ン
記
念
館
オ
リ
ジ
ナ
ル
英
語
版
エ
コ
バ
ッ
グ

を
、
留
学
生
５
人
へ
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　

写
真
は
ネ
パ
ー
ル
か
ら
の
留
学
生
に
、
齋

藤
理
事
が
エ
コ
バ
ッ
グ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て

い
る
画
像
で
す
。
記
念
館
の
シ
ル
エ
ッ
ト
が

デ
ザ
イ
ン
化
さ
れ
た
バ
ッ
グ
を
手
に
、「
愛
用

し
ま
す
！
」
と
、笑
顔
で
応
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
み
る

と
、《
メ
イ
ソ
ン
・
ア
ン
ド
・
ハ
ム
リ

ン
（M

ason and H
am

lin

）
は
、
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州

ハ
ヴ
ァ
ー
ヒ
ル
に
本
拠
を
置
く
ピ
ア
ノ

メ
ー
カ
ー
で
あ
る
。》
と
紹
介
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、《
１
８
５
４
年
、
ヘ
ン
リ
ー
・

メ
イ
ソ
ン
と
エ
モ
ン
ズ
・
ア
ム
ラ
ン
に

よ
り
ボ
ス
ト
ン
に
設
立
。
オ
ル
ガ
ン
製

作
が
元
で
あ
っ
た
が
、
１
８
８
３
年
に

ピ
ア
ノ
製
造
を
開
始
。
米
国
で
は
ス
タ

イ
ン
ウ
ェ
イ
に
次
ぐ
高
級
ピ
ア
ノ
と
認

識
さ
れ
有
名
で
あ
る
が
、
日
本
に
は
輸

入
数
が
少
な
く
知
名
度
も
充
分
で
は
な

い
。》
出
典: 

フ
リ
ー
百
科
事
典
『
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ

　
　
　

ア
（W

ikipedia

）』

　

夫
妻
が
い
つ
頃
か
ら
こ
の
オ
ル
ガ
ン

を
使
用
し
て
い
た
か
は
明
確
で
は
な
く
、

　制作年 1878（明治 11）年、146 年以上の歳月を経たピ
アソン夫妻愛用のリードオルガン。オルガン本体の大き
さ：巾 120cm ×奥行 56cm ×高さ 110cm（装飾除く）。
230 型、９ストラップ、製造番号 6569.

ま
た
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
日
本
に
持

ち
込
ま
れ
た
か
も
記
録
で
は
残
さ
れ
て

い
な
い
。

　

野
付
牛
時
代
の
ピ
ア
ソ
ン
邸
内
写
真

に
こ
の
オ
ル
ガ
ン
画
像
が
残
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
ピ
ア
ソ
ン
邸
で
の
日
曜
学
校

な
ど
に
も
使
用
さ
れ
て
い
た
と
の
記
録

も
あ
る
の
で
、
教
会
で
は
な
く
ピ
ア
ソ

ン
邸
で
使
用
し
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た

こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

ピ
ア
ソ
ン
夫
妻
帰
国
時
に
、
野
付
牛

教
会
（
現
北
見
教
会
）
に
寄
贈
さ
れ
、

以
後
教
会
で
長
い
間
使
用
さ
れ
て
い

た
。
ピ
ア
ソ
ン
邸
が
修
復
復
元
後
記
念

館
開
館
時
に
教
会
よ
り
戻
さ
れ
た
。

　

全
国
的
に
も
非
常
に
貴
重
な
も
の
で

あ
り
、
ま
た
現
在
も
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

で
使
用
さ
れ
て
い
る
。
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編 

集 

後 

記

　

よ
う
や
く
日
本
の
北
に
位
置
す
る
こ
の
地
方

に
も
春
の
訪
れ
を
感
じ
る
気
候
が
続
い
て
い
ま

す
。
約
４
ヶ
月
に
わ
た
る
雪
の
季
節
が
終
わ
る

と
思
う
と
、
心
が
軽
く
な
り
ま
す
。

　

こ
の
頃
に
な
り
ま
す
と
ピ
ア
ソ
ン
記
念
館
一

階
床
に
も
、
啓
蟄
の
候
を
む
か
え
た
ワ
ラ
ジ
虫

た
ち
が
毎
朝
挨
拶
に
顔
を
出
し
て
き
ま
す
。

　

北
海
道
庁
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
建
物
「
赤
れ
ん

が
庁
舎
」
が
改
修
さ
れ
ま
す
。
こ
の
期
に
北
海

道
遺
産
を
紹
介
展
示
す
る
コ
ー
ナ
ー
が
で
き
る

計
画
で
す
。
ピ
ア
ソ
ン
記
念
館
の
紹
介
展
示
も

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
赤
れ
ん
が
庁
舎
は
、
ピ

ア
ソ
ン
宣
教
師
が
日
本
に
来
た
１
８
８
８
（
明

治
21
）
年
に
道
庁
本
庁
舎
と
し
て
建
て
ら
れ
て

い
ま
す
の
で
、
何
か
不
思
議
な
縁
を
感
じ
て
い

ま
す
。

　

新
年
度
を
む
か
え
ま
し
た
。
約
４
年
間
に
わ

た
る
新
型
コ
ロ
ナ
の
行
方
は
ど
う
な
る
の
で

し
ょ
う
？
い
い
加
減
に
終
息
し
て
も
ら
い
た
い

も
の
で
す
。
マ
ス
ク
も
顔
に
馴
染
み
す
ぎ
て
、

時
々
家
で
も
、
し
ば
ら
く
外
す
の
を
忘
れ
て
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
習
慣
な
の
か
、
歳
に
よ

る
ボ
ケ
？
な
の
か
。

　

新
し
い
年
度
で
も
、
記
念
館
で
や
る
べ
き
こ

と
が
山
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。
猫
の
手
で
も
借

り
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
学
芸
員

的
な
素
養
を
必
要
と
す
る
こ
と
ば
か
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
（
副
理
事
長
兼
事
務
局
長
）
伊
藤　

悟

「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
の
便
り
」
第
44
回

ピ
ア
ソ
ン
会
顧
問　

グ
ラ
ハ
ム
・
ハ
ー
ド
氏 

２
０
２
４
・
２
・
９
（
金
）

◆
北
見
の
寒
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
お
変

わ
り
な
く
な
に
よ
り
で
す
。
こ
ち
ら

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
暑
い
夏
を
快

適
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
数
年
で

一
番
良
い
夏
休
み
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

◆
昨
日
は
、
北
島
の
中
央
を
５
０
０
㎞

南
下
し
て
フ
ァ
ン
ガ
ヌ
イ
へ
来
ま
し
た
。

今
日
の
予
報
は
最
高
29
度
で
す
が
、
今
、

ま
さ
に
そ
の
感
じ
で
す
。
昨
日
は
走
行

中
に
ル
ア
ペ
フ
山
が
す
っ
き
り
と
見
え
、

頂
の
山
襞
に
は
雪
が
あ
り
ま
し
た
。

◆
今
朝
、
果
樹
を
見
に
行
く
と
、
ど
れ

も
良
い
形
で
、
プ
ル
ー
ン
と
ダ
ム
ソ
ン

ス
モ
モ
が
濃
い
紫
色
に
。
熟
し
た
よ
う

で
す
が
、
摘
む
に
は
も
う
少
し
お
い
た

方
が
良
さ
そ
う
。
好
天
が
幸
い
し
て
、

北
の
自
宅
へ
帰
る
頃
に
は
完
熟
す
る
と

思
い
ま
す
。
林
檎
と
梨
は
、
よ
く
で
き

て
い
ま
す
が
、
収
穫
ま
で
に
は
ひ
と
月

以
上
か
か
り
そ
う
で
す
。
枝
に
重
み
が

か
か
り
す
ぎ
、
適
当
に
剪
定
し
ま
す
。

◆
２
月
６
日
は
、
ワ
イ
タ
ン
ギ
・
イ

ン
・
ザ
・
ベ
イ
・
オ
ブ
・
ア
イ
ラ
ン
ド

で
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
国
の
祝
日
を
記

念
す
る
盛
大
な
お
祝
い
が
あ
り
ま
し
た
。

１
８
４
０
年
に
、
マ
オ
リ
の
首
長
た
ち

と
英
王
国
の
間
で
締
結
さ
れ
た
ワ
イ
タ

●
瞳ふぁっしょん・瞳けあ

めがね の よっしー
           代表　岩 井 敏 忠     
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ン
ギ
条
約
『
民
族
の
独
自
性
を
尊
重
し

権
利
擁
護
を
保
障
す
る
条
約
』
を
記
念

す
る
た
め
、
マ
オ
リ
の
人
々
が
国
内
全

土
か
ら
集
ま
り
、
首
相
と
政
界
の
指
導

者
た
ち
も
集
ま
っ
て
、
例
年
の
よ
う
に
、

マ
オ
リ
の
代
表
者
た
ち
と
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
し
ま
し
た
。

◆
マ
オ
リ
の
人
た
ち
や
多
く
の
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
人
た
ち
は
、
新
し
い
連
立

体
制
が
、
マ
オ
リ
言
語
使
用
の
面
ば
か

り
か
、
健
康
面
や
司
法
の
面
で
、
マ
オ

リ
の
人
々
の
待
遇
を
低
下
さ
せ
て
い
る

こ
と
を
気
遣
っ
て
い
ま
す
。
皆
は
、
こ

の
よ
う
な
政
治
が
、
マ
オ
リ
の
人
々
が

条
約
で
保
障
さ
れ
て
い
る
権
利
を
脅
か

し
て
い
る
、
と
言
っ
て
い
ま
す
。
全
体

的
に
見
て
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
人
と

比
較
し
て
も
経
済
的
に
も
優
遇
さ
れ
ず
、

刑
務
所
内
人
数
も
度
を
越
し
て
い
ま
す
。

あ
る
人
た
ち
は
、
マ
オ
リ
を
優
遇
し
な

い
で
皆
同
等
に
、
と
主
張
し
、
こ
れ
は

難
し
い
事
で
、
強
硬
な
意
見
も
ま
た
あ

り
ま
す
。
他
の
側
面
で
、
気
候
の
変
化

と
か
環
境
保
全
な
ど
、
新
政
府
は
新
し

い
政
策
を
打
ち
出
そ
う
と
し
て
、
行
政

上
の
制
約
な
ど
削
減
し
つ
つ
前
向
き
に
、

と
表
明
し
ま
す
が
、
人
々
は
、
主
張
に

反
し
て
後
退
し
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。
グ
ラ
ハ
ム
・
ハ
ー
ド

２
０
２
４
・
２
・
18(

日
）

　
　

プ
ル
ー
ン
と
ダ
ム
ソ
ン
ス
モ
モ　

◆
昨
日
、
フ
ァ
ン
ガ
ヌ
イ
か
ら
フ
ァ
ン

ガ
パ
ラ
オ
ア
へ
戻
り
ま
し
た
。
暑
か
っ

た
け
れ
ど
、
快
適
な
ド
ラ
イ
ヴ
で
、
車

に
は
前
日
摘
ん
だ
プ
ル
ー
ン
と
ダ
ム
ソ

ン
ス
モ
モ
が
。
途
中
、
弟
の
マ
ー
レ
イ

と
姉
た
ち
ジ
ュ
デ
ィ
と
ス
タ
ン
の
と
こ

ろ
へ
降
ろ
し
ま
し
た
。「
写
真
・
プ
ル
ー

ン
と
ス
モ
モ
」　

今
朝
は
、
幾
ら
か
の
ス

モ
モ
で
ス
チ
ュ
ー
＊
を
作
り
、
残
り
と

プ
ル
ー
ン
は
冷
蔵
庫
で
す
。
＊
（
果
物

を
ジ
ャ
ム
よ
り
多
く
形
が
残
る
よ
う
に

煮
詰
め
る
。）

２
０
２
４
・
３
・
11
（
月
）

　
　

日
本
へ
の
旅
行
プ
ラ
ン　
　

◆
北
見
の
冬
が
さ
ほ
ど
厳
し
く
な
か
っ

た
と
は
良
か
っ
た
で
す
。
こ
ち
ら
は
快

適
な
初
秋
の
日
々
で
す
。
昨
年
の
よ
う

な
豪
雨
や
洪
水
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

◆
今
年
、
再
び
、
５
月
と
６
月
の
日
本

旅
行
を
予
約
し
ま
し
た
。

　

予
定
は
、
千
歳
着
５
月
15
日
（
水
）、

　

帰
国
は
、６
月
20
日（
木
）。
北
見
へ
は
、

札
幌
発
JR
で
５
月
24
日
（
金
）
～
北
見

発
JR
で
５
月
31
日
（
金
）。
滞
在
は
プ
ラ

ザ
ホ
テ
ル
。

◆
北
見
滞
在
中
に
、
ピ
ア
ソ
ン
会
の
方
々

同
様
、
Ｅ
Ｓ
Ｓ
の
皆
さ
ん
と
お
会
い
で

き
ま
す
よ
う
に
。

◆
再
会
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
お

元
気
で
。　
　
　

グ
ラ
ハ
ム
・
ハ
ー
ド

　
飛
び
出
す
便
箋
！
　
ピ
ア
ソ
ン
邸

　　

三
柏
の
杜
の
中
に
建
て
ら
れ
た
ピ
ア
ソ
ン

邸
。
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
設
計
図
面
に
よ
る
「
切
り

絵
に
よ
る
飛
び
出
す
便
箋
」
と
し
て
再
現
し

ま
し
た
。
余
白
の
部
分
に
手
紙
文
を
書
き
、

折
り
た
た
ん
で
書
簡
と
し
て
送
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
親
し
い
人
へ
の
近
況
報
告
な
ど
。

ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
封
筒
付
き
）

ピアソン会で 800 円にて頒布。


